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世界にトビタテ！ちばの子どもたち 

千葉県中学生・高校生留学フェア 
を開催します 

県教育委員会では、「世界を舞台に活躍する人材」の育成を目指し、生徒が異なる文化を持つ人々

との相互理解を深め、世界と交流し、世界に貢献する意欲・態度を育てることでグローバル人材の育成

を行っています。 

このたび、留学や海外の大学等への進学などに関心をもつ県内の中学生・高校生を対象に、 

「千葉県中学生・高校生留学フェア」を開催します。当日は、文部科学省職員による基調講演 

のほか、留学や海外進学に関する説明会や個別相談を行います。 

日時：令和７年１１月２９日（土） 午後１時から午後４時まで（開場午後０時４０分） 

 

場所：ホテルポートプラザちば ロイヤルⅠ（2階） 

千葉市中央区千葉港 8-5 JR京葉線・千葉都市モノレール「千葉みなと駅」より徒歩１分 

 

対象：高校生留学や海外の大学・専門学校への進学など、広く海外で学ぶことに関心のある以下の者 

（1） 県内の中学校、義務教育学校後期課程、高等学校、中等教育学校、特別支援学校中・高

等部の生徒、保護者及び教員 

（2） 上記以外の学校に通学する県内在住の中学生・高校生及び保護者 

 

参加費：無料 

 

申込方法：参加希望者本人が直接、【留学フェア申込フォーム】から登録してください。 

     【留学フェア申込フォームへのリンク】  https://forms.office.com/r/Z49Xm2qDYE 

※保護者は各家庭 1人、教員は各学校 1人までとします。 

※定員２００名に達し次第、または１１月１９日締め切ります。 

 

 内容 

13時から 13時 05分     主催者あいさつ 

13時から 14時 05分     基調講演及び留学生体験談 

14時 15分から 15時 30分 留学・海外進学説明会（各団体 15分程度） 

14時 15分から 16時     個別相談 

 
※プログラムの詳細については、チラシをご覧ください。
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/seisaku/kokusaikouryuu/documents/r7ryugakufair.pdf 

昨年度の様子 

https://forms.office.com/r/Z49Xm2qDYE
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/seisaku/kokusaikouryuu/documents/r7ryugakufair.pdf
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インデックス＆ミニ・トピックス

県立柏井高等学校では、全校生徒
の約８割が、自転車で通学しており、
県の「令和７年度自転車乗車用ヘル
メット着用推進モデル校※」として、 
自転車の安全教育に積極的に取り組
んでいます。 
１０月１６日（木）には、千葉市や 

警察署等と連携し、自転車の安全利
用を呼びかける街頭啓発活動を行い
ました。 
今回の活動を通じて、自転車利用

者の交通安全意識の向上を図り、 
ヘルメット着用率の促進や交通 
ルール、マナーの定着につながるこ
とを期待しています。 

インデックス（目次） 頁 

千葉県中学生・高校生 留学フェア 

を開催します 
１ 

インデックス＆ミニ・トピックス ２ 

２０２５活躍が期待される少年・少女 

「チームちば」の紹介 
3 

令和７年度第６回千葉県教育委員会会議 

（定例会）の内容について 
４ 

千葉県子どもと親のサポートセンターの事業 

◆教育相談講演会２の開催について 

◆教育相談基礎研修動画の配信について 

５ 

県内学級担任紹介（袖ヶ浦市立長浦中学校） ６ 

県立検見川高校の制服が 

令和８年度入学生より変わります 
７ 

イベント情報（生涯学習課より） 
別

冊 

イベント情報（競技スポーツ振興課より） 
別

冊 

国や県からの情報 
別

冊 

 

 
県立柏井高校 「自転車安全利用の

街頭啓発活動」を行いました 

◎さらに情報をお知りになりたい方、ご意見のある方は、次のアドレスにアクセスしてくだ

さい。 

 ：https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/index.html 

フォ トニュース ：

 ：  

※県教育委員会が指定し、ヘルメット着用推進の取
組等を日頃から推進しています。 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/index.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/seisaku/kouhou/photo-index.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/form/kyouiku_iken_kyouiku/form.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/forms/ky-hp.html


２０２５活躍が期待される少年・少女「チームちば」の紹介 
 

プロジェクトⅡ 元気プロジェクト 【施策１２】フェアプレーの精神を育て、楽しさや感動を分かち合うスポーツの推進 

 

 
 

９月 10 日（水）に千葉県教育会館で「第 79 回国民スポーツ大会千葉県選手団結団式」が開催 

されました。 

結団式には、国スポに出場する少年種別を中心とした選手と監督を合わせた、207名が出席しました。 

県選手団の代表宣誓は、インターハイ水泳飛込競技の高飛込で優勝、飛板飛込で準優勝の成績を収めた 

鈴木
す ず き

 静玖
し ず く

選手（県立幕張総合高等学校２年）が務め、「チームちば一丸となって、精一杯プレーすることを

誓います」と力強く宣誓してくれました。式の最後は、千葉県選手団の必勝を祈念して、一致団結した 

勝どきで締めくくりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第79回国民スポーツ大会 わたSHIGA輝く国スポ2025」は、10月８日（水）まで、 

熱戦が繰り広げられました。大会の結果については、次号で紹介する予定です。 

 

P３ 

お問い合わせ先：スポーツ・文化局 競技スポーツ振興課   電話 ０４３－２２３－４１０４ 

第 79回国民スポーツ大会「わた SHIGA輝く国スポ 2025」が開催されました。 

大会に先立って、９月に開かれた結団式の様子をお伝えします。 

『わた SHIGA輝く国スポ 2025』千葉県選手団結団式 

一致団結して勝どきを行う監督・選手団 
選手団の代表宣誓 

鈴木静玖選手（県立幕張総合高等学校２年） 

団旗授与 高梨副知事から激励のことば 
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開催日 令和７年９月３日（水） 議案及び報告は以下のとおりです。 

ホームページ  https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/soumu/iinkai/kekka/r7/0700903iinkaikaigi6.html（第６回結果） 

 

令和７年度第６回千葉県教育委員会会議（定例会）の内容について 

◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ 教育委員の活動（９月）◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ 

 

≪ 審議事項 ≫ 

（ 議  案 ）第３１号議案 令和７年度末及び令和８年度公立学校職員人事異動方針について 

第３２号議案 職員の懲戒処分について 

第３３号議案 職員の懲戒処分について 
第３４号議案 職員の懲戒処分について 

第３５号議案 職員の懲戒処分について 

第３６号議案 職員の懲戒処分について 

（ 報告議案 ）第 ６ 号報告 教育委員会所管に係る令和７年度９月補正予算案について 

（ 報  告 ）報 告 １ 令和７年度全国学力・学習状況調査分析結果について 

              報 告 ２ 第４９回全国高等学校総合文化祭（かがわ総文祭２０２５）について 

         報 告 ３ 令和８年度使用県立高等学校教科用図書の採択について 

        報 告 ４ 令和８年度使用県立特別支援学校教科用図書の採択について 
 

 

意見交換会の様子 

 

千葉県公安委員会との意見交換会 

９月２４日（水）に花岡委員、永沢委員、櫻井委員、芦澤委員の４名が、通信制サポート校の現状を把握

するため、ＮＴＴｅ-Ｓｐｏｒｔｓ高等学院を視察しました。 

視察しました。 

 

 

ＮＴＴｅ-Ｓｐｏｒｔｓ高等学院視察 

９月３日（水）に杉野教育長、貞廣教育長職務代理者、花岡委員、永沢委員、櫻井委員、芦澤委員が、 

県公安委員会との意見交換会に出席しました。 

 

学校の概要やｅスポーツについての説明

を受けた後、ｅスポーツ用の高性能なゲー

ミングＰＣを用いて行われている授業を参

観しました。 

この日の授業は、チーム戦のゲームに取

り組んでおり、オンライン上で熱戦が繰り

広げられていました。 

 

授業参観の様子 

 

説明を受ける委員の様子 

 

「警察と学校の連携について」をテーマとして、

冒頭「児童生徒の問題行動・犯罪行為における警

察と学校の連携の在り方について」担当課からの

現状報告後、活発な意見交換が行われました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆開 催 日 ： 令和７年１１月２２日（土） 

◆時  間 ： ９：３０～１２：００ 【受付：９：００～９：２５】 

◆会  場 ： 千葉県総合教育センター 大ホール 

◆対  象 ： 県民・教育関係者 等 

◆申込方法 ： ①ちば電子申請サービス  ②メール  ③電話  ④FAX のいずれか 

・電 話：043-207-6034    ・F A X : 043-207- 6041 

・メール：saposoudan@chiba-c.ed.jp               

        ※②～④でお申込みの際は下記の内容をお伝えください。 

(1)参加方法（対面 or オンライン）(2)氏名（ふりがな） 

(3)所属（教育関係者以外の方は「一般・市町村名」明記） 

(4)連絡先（メールアドレス、電話番号）(5)個別相談希望の有無 

◆定  員 ： ２００名 

◆参 加 費 ： 無料 

◆個別相談について 

※センター所員による個別相談を実施します。１３：００～【１ケース：２５分】 

※個別相談を希望される方は、講演会の参加申込時にお知らせください。 

その際、内容・時間等について確認させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

６月～８月にかけて開催した「教育相談基礎研修」について、その一部を当センターホームペ

ージでオンデマンド配信しています。 

研修受講者以外の方も自主研修や校内研修で利用することも可能ですので、教育相談の力量

を高めるため、ぜひご視聴ください。 

視聴方法については、各学校に配付されたチラシをご参照ください。 

 

 

◆研修内容  ① 教育相談の意義 

       ② 学校現場で生かすコミュニケーションスキル 

◆掲載期間  ～令和７年１２月２６日（金） 

◆ホームページ URL  https://cms2.chiba-c.ed.jp/kosapo/ 

 

P５ 

 
令和７年度 休日開放事業 教育相談講演会２ を開催します 
講演：「児童相談所の実践から学ぶ子どもとのコミュニケーション」 

講師：東京都杉並区役所子ども家庭部 児童相談所設置準備課 参事 渡邉 直 氏 

 

①ちば電子サービス 

二次元コード   

 

「教育相談基礎研修動画」 只今、配信中！ 

千葉県子どもと親のサポートセンター 

マスコットキャラクター「こさぽん」 

ぜひ、 

ご活用ください！ 

わたなべ ただし 

https://cms2.chiba-c.ed.jp/kosapo/
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日々、児童生徒のよりよい成長を願い、魅力溢れる授業実践や学級経営を行っている
先生方を紹介します。その先生が日々の授業や学級経営を行う上での根幹となっている
考え方、またよりよい実践のためにどのような工夫をしているのか、その秘訣も紹介し
ます！ 

 

 

 

 

 

 

学級経営で取り組んでいることや「やりがい」  

学校名： 袖ケ浦市立長浦中学校 生徒一人ひとりが安心して『自分らしく』

過ごせるよう、お互いを認め合える場面を 

多く設定しています。生徒と泣いたり、笑っ

たりする瞬間に、やりがいを感じています。 

 

 

『音楽って楽しい』と思える授業を目指し

ています。音楽の苦手・得意に関わらず、 

一人ひとりの生徒が安心して表現できる 

場所となるように心がけています。 

授業で心掛けていること 

私の好きな「言葉」 

 『一生懸命』何事も全力で頑張る姿は 

カッコいい！その姿を全力で応援する！ 

 

 

担任名： 柴本 崇 

教員経験： ９年目 

（令和７年５月 1日現在） 

 

  

 

 

 
 
生徒とのコミュニケーションを授業や日頃の
学校生活から心がけています。歌う際は、生徒
と向き合いピアノを囲んで歌っています。 

 

 

 

 

 

 

 
ＩＣＴ活用として、音楽教育支援ソフト 
（カトカトーン）を活用し、生徒の興味関心を 
高められるように工夫しています。 

担当：企画管理部 教育政策課 

【共に創り上げ築く、音楽と人間関係】 
 

 日頃の学校生活や授業で一番心がけ 

ているのは、生徒との対話、コミュ二 

ケーションです。 

音楽では、生徒の側で一緒に音楽を奏で、

創り上げるようにしています。その中で、 

生徒の変化も読み取り、その後の声かけ 

にも繋げています。音楽室や教室が、安心 

して自分を表現できる場所であるように 

指導に努めています。 

 また、生徒の興味関心を高めるために 

ＩＣＴを活用し、特に音楽教育支援ソフト 

（カトカトーン）は音楽を苦手としている

生徒への有効な支援となりました。鑑賞で

も電子黒板を活用するで、以前よりも指導

の幅を広げることができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャケット 

ワッペンは教育目標を表現した  

デザインになっており、高い知性と 

想像力、豊かな人間性を表現して  

います。 

伸縮性があり着心地の良い制服と  

なっています。 

 

 

スカート 

紺色の生地に白色とピンク色の 

チェック柄が入っています。 

スカート丈は膝中心となっています。 

 

 

リボン、ネクタイ 

海の波を表現したデザインとなって 

います。 

 

 

 

スラックス 

紺色の生地に青色のチェック柄が入っています。 

 

ベスト、セーター 

夏にはベスト、冬はセーターも着ることができます。 

 

ポロシャツ 

男女共通で水色と紺の２色から選べます。 

胸元には刺繡とポケットが付いています。 

暑い夏を快適に過ごせる通気性の良い生地となっています。 
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県立検見川高等学校の制服が令和８年度入学生から変わります。 
紺を基調としたブレザーになり、リボン、ネクタイが導入されました。 
ベストやセーター、ポロシャツなど季節に応じたオプションも出来ました。 
この制服とともに、検見川高校で素敵な学校生活を送りましょう。 

担当：県立検見川高等学校  


